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７月の休館日は27日（月）です

公
民
館
に
利
用
者
の
自
治
を

公
運
審
委
員

加
藤

真
理

保
谷
駅
前
公
民
館
が
開
館
し
て
１

年
が
経
ち
ま
す
。
長
く
住
吉
公
民
館

を
利
用
し
て
い
た
市
民
は
活
動
の
拠

点
を
新
た
な
施
設
へ
移
行
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

時
を
同
じ
く
し
て
、
谷
戸
公
民
館

に
併
設
し
て
い
た
市
民
課
の
出
張
所

が
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
前
の
ビ
ル
に
移
転

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
の

谷
戸
公
民
館
の
利
用
者
懇
談
会
で
報

告
さ
れ
て
か
ら
、
谷
戸
公
民
館
の
利

用
者
や
公
民
館
運
営
審
議
会
で
も
公

民
館
の
一
室
と
し
て
利
用
を
希
望
し

て
き
ま
し
た
。
谷
戸
公
民
館
で
は
住

吉
公
民
館
で
活
動
し
て
い
た
市
民
が

拠
点
を
移
し
、
部
屋
の
確
保
に
苦
慮

し
て
い
ま
し
た
。
願
い
は
叶
い
、
今

年
の
８
月
か
ら
活
動
の
場
と
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
３
月
に
各
公
民
館
で
利
用

者
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
公
民
館
の

基
本
計
画
と
各
館
の
事
業
計
画
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
大
切
な
こ
と
は
、

こ
の
場
で
地
域
住
民
の
意
見
が
交
換

で
き
る
こ
と
で
す
。
公
民
館
の
主
催

事
業
に
つ
い
て
の
希
望
や
利
用
に
つ

い
て
の
意
見
を
直
接
公
民
館
職
員
と

語
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

公
民
館
の
利
用
申
請
に
公
共
予
約

シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
、
公

民
館
職
員
と
の
付
き
合
い
が
疎
遠
に

な
っ
て
い
る
こ
と
も
聞
か
れ
ま
す
。

利
用
者
懇
談
会
を
機
会
に
公
民
館
職

員
と
の
距
離
を
縮
め
、
地
域
の
絆
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
年
２
回

開
催
さ
れ
る
懇
談
会
は
市
民
自
治
の

反
映
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
地
域
の

公
民
館
を
地
域
住
民
の
創
意
工
夫
で

活
発
な
活
動
の
拠
点
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

▼
講

師
＝
下し

も

平
だ
い
ら

孟
功
（
く
に
た
ち

た
け
の
り

市
議
会
を
見
て
い
く
会
代
表
）

▼
連
絡
先
＝
高
橋
緯

・
９
９
５
４

461

「
若
者
の供
今
僑を
考
え
る

（
地
域
で
創
る

教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
講
座
）
」

芝
久
保
公
民
館
利
用
者
連
絡
会

思
春
期
の
頃
の
子
ど
も
や
若
者
に

と
っ
て
地
域
の
大
人
や
環
境
は
居
心

地
の
い
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
い
つ
の
時
代
も
「
今
ど

き
の
若
者
」
を
理
解
す
る
の
は
簡
単

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
若
者
と

の
心
地
よ
い
関
係
を
つ
く
る
秘
訣
を

学
び
ま
す
。

▼
と

き
＝
７
月

日
11

（土）

時
～

時

14

16

▼
と
こ
ろ
＝
芝
久
保
公
民
館

▼
講

師
＝
鈴
木
剛
（
オ
ン
リ
ー
ワ

つ
よ
し

ン
ク
ル
ー
代
表
）

▼
連
絡
先
＝
加
藤
緯

・
２
３
０
４

462

有
馬
緯

・
７
１
１
９

463

「
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」
と
コ
ー

ラ
ス
体
験
練
習

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
ひ
び
き

「
赤
い
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
」
「
い
の
ち

の
歌
」
他
を
歌
い
ま
す
。
そ
の
後
皆

様
と
ご
一
緒
に
「
椰
子
の
実
」
を
練

習
し
ま
す
。
指
導

安
達
陽
一
先
生

７
月
２
日

／

時

分
～

時

（木）

13

30

15

30

分
／
谷
戸
公
民
館
／
城
座
緯

・
４

し
ろ

ざ

478

６
３
０
・
阿
部
緯

・
６
４
８
６

462

～
催
し
物
案
内
～

た
ん
ぽ
ぽ
幼
児
ク
ラ
ブ

子
育
て
学
習
会

た
ん
ぽ
ぽ
幼
児
ク
ラ
ブ
父
母
の
会

テ
ー
マ
「
こ
ど
も
に
と
っ
て
、
親

に
と
っ
て
、
本
当
に
大
切
な
こ
と
っ

て
何
？
」
～
子
育
て
の
根
っ
こ
の
話

を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
～

７
月
８
日

／

時
～

時

分
／

（水）

10

11

30

芝
久
保
公
民
館
／
講
師

宮
崎
恵
子

（
た
ん
ぽ
ぽ
幼
児
ク
ラ
ブ
保
育
者
）

／
保
育
な
し
。
お
子
様
と
ご
一
緒
に

ど
う
ぞ
／
高
橋
緯

・
５
０
２
６
・

080

１
８
９
３

第

回

西
美
展

29

西
東
京
美
術
会

和
洋
絵
画
、
工
芸
作
品
等
多
数
展

示
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

７
月

日

～

日

／

時
～

21

（火）

25

（土）

10

17

時
（
初
日
正
午
か
ら
最
終
日

時
ま

16

で
）
／
「
き
ら
っ
と
」
／
竹
内
緯

・
422

７
７
４
３

ふ
れ
あ
い
子
供
手
話
教
室

手
話
の
会

め
だ
か

手
話
を
覚
え
て
、
聞
こ
え
な
い
方

と
お
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
…
。

７
月

日

／

時
～
正
午
／
保
谷

25

（土）

10

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
小
１
～
６

年
生
（
市
内
在
住
）／
定
員

人
／
住

20

所
・
氏
名
・
年
齢
・
学
年
・
電
話
番

号
を
記
入
し
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
・
締
切
17

日

／
北
村
緯
＆
胃

・
６
９
４
０

（金）

467

「
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
夕
べ
」
コ
ン

サ
ー
ト

シ
ャ
ン
ソ
ン
を
楽
し
む
会

シ
ャ
ン
ソ
ン
を
聴
い
て
歌
っ
て
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。
安
部
珂
代
子
さ
ん

他
素
敵
な
ゲ
ス
ト
を
お
招
き
し
て
皆

様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

７
月

日

／

時
開
場

時

25

（土）

18

18

30

分
開
演
／
コ
ー
ル
田
無
／
深
沢
緯

・
２
６
８
９
・
佐
藤
緯

・
１
１

462

464

０
５

自
分
で
で
き
る
健
康
の
為
の
簡

単
な
耳
ツ
ボ
マ
ッ
サ
ー
ジ

健
康
を
考
え
る
会

健
康
維
持
の
為
の
自
分
で
簡
単
に

で
き
る
耳
ツ
ボ
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
教
え

ま
す
。
数
分
で
体
が
ぽ
か
ぽ
か
暖

ま
っ
て
き
ま
す
。

７
月

日

／

時
～

時
／
保
谷

29

（水）

13

15

駅
前
公
民
館
／
講
師

塚
見
（
鍼
灸

師
）
／
参
加
費

円
（
資
料
代
）／
電

500

話
要
予
約

萩
原
緯

・
４
８
４
４

422

（
午
後
に
受
付
・
不
在
時
は
留
守
電

へ
。
当
方
か
ら
お
電
話
致
し
ま
す
。）

芝久保公民館

★
小
筆
字
展
★
「
か
な
文
字
に
い
や
さ
れ
て
」

７
月
は
泉
町
に
お
住
ま
い
の
住
田
昌
司
さ
ん
の
『
小
筆
字
』
を
展
示
し
ま
す
。

「
定
年
後
に
始
め
て

年
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が

20

嬉
し
い
で
す
」と
。繊
細
で
や
さ
し
い
作
品
を
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
と

き
＝
７
月
３
日

～

日

（金）

16

（木）

▼
と
こ
ろ
＝
芝
久
保
公
民
館

＊
名
言
短
冊
を
ご
希
望
の
方
に
差
し

上
げ
ま
す
。（
数
に
限
り
あ
り
）

★ドキっと
縄文時代に
大セッキん!!★

「5000年前の道具と暮らし」

西
東
京
市
に
の
こ
る
縄
文
時
代
の

ム
ラ
の
あ
と
、
下
野
谷
遺
跡
。
発
掘

さ
れ
た
土
器
や
石
器
か
ら
５
千
年
前

の
暮
ら
し
に
大
接
近
！

▼
と

き
＝
７
月

日

～
８
月

23

（木）

25

日
（火）

▼
と
こ
ろ
＝
芝
久
保
公
民
館

ミ
ニ
ミ
ニ
体
験
＆

解
説
会
や
り
ま
す
！

市
文
化
財
保
護
専
門
員
の
亀
田
直

美
さ
ん
と
一
緒
に
土
器
の
模
様
の
う

ち
わ
を
作
り
な
が
ら
、
縄
文
時
代
の

お
話
を
き
き
ま
す
。

▼
と

き
＝
８
月
４
日
（
火
）

時
～

時

14

15

▼
と
こ
ろ
＝
芝
久
保
公
民
館

▼
対

象
＝
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

不
要
で
す
。）

説
明
会

▼
と

き
＝
①
７
月
７
日

時
～

（火）
19

②
７
月
８
日

時
～

（水）
14

▼
と
こ
ろ
＝
①
田
無
公
民
館

②
柳
沢
公
民
館

（
３
期
の
実
施
期
間
）

月
３
日

～

月

日

10

（土）

12

17

（木）

（
３
期
の
申
請
期
間
）

７
月

日

～

日

15

（水）

22

（水）

第
２
期
実
施
分
企
画
懇
談
会

第
２
期
に
事
業
を
実
施
す
る
グ

ル
ー
プ
が
、
テ
ー
マ
の
設
定
や
講
師

の
選
び
方
、
事
業
で
目
指
す
も
の
、

ま
た
Ｐ
Ｒ
の
仕
方
等
企
画
事
業
の
経

緯
を
説
明
し
、
意
見
交
換
を
す
る
こ

と
で
お
互
い
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
合

う
学
習
の
場
と
し
て
開
催
す
る
も
の

で
す
。
こ
れ
か
ら
の
事
業
の
実
施
を

予
定
さ
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
方
を

は
じ
め
、
そ
の
他
多
く
の
方
々
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と

き
＝
７
月

日

時
～

11

（土）

10

▼
と
こ
ろ
＝
田
無
公
民
館

▼
問
合
せ
＝
田
無
公
民
館

「
見
え
に
く
い
市
議
会

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

市
政
こ
れ
で
い
い
の
会
・
西
東
京

市
政
の
最
高
決
議
機
関
た
る
市
議

会
を
、
直
接
、
私
達
市
民
自
身
の
目

と
耳
で
確
か
め
る
こ
と
は
大
切
な
こ

と
で
す
。
長
年
に
亘
り
、
国
立
市
議

会
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
活
動
に
携
わ
っ
て

来
ら
れ
た
方
を
講
師
に
迎
え
、
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
の
必
要
性
と
そ
の
意
義
を

学
ぶ
の
が
、
こ
の
会
の
目
的
で
す
。

▼
と

き
＝
７
月
５
日
（日）

時
～

時

14

16

▼
と
こ
ろ
＝
田
無
公
民
館

７月の公民館運営審議会
（公運審）

携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵

と き ７月22日（水） 18時30分～

ところ 田無公民館

議 題 事業計画・報告について

☆希望する方は傍聴ができます。

連絡先 柳沢公民館 ℡464－8211

お母さんが講座に参加している間、お子さん

を保育室でお預かりします。

どんな講座だろう？ 預けて大丈夫？

まず、保育室ってどんなところか体験してみませんか！

９月にスタートする、ひばりが丘公民館の保育付きの講座や保育につ

いてご案内します。

■ひばりが丘公民館 ７月16日（木） 10時～11時30分

○対象：３歳未満の乳幼児と保護者（10組）
○申込：７月２日（木）10時から電話でひばりが丘公民館へ

第
３
期

説
明
会

公
民
館
市
民
企
画
事
業
（
旧
公
民

館
講
師
派
遣
事
業
）
第
３
期
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
自

主
サ
ー
ク
ル
が
、
日
頃
の
活
動
で

培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
企
画

を
公
民
館
事
業
と
し
て
行
い
、
市
民

に
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
機
会
を
提
供
し
、

豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
目
的
と
し
て

実
施
す
る
事
業
で
す
。
こ
の
制
度
を

利
用
し
た
企
画
事
業
の
実
施
を
考
え

て
い
る
団
体
は
、
申
請
前
に
必
ず
１

回
説
明
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
１

期
２
期
の
説
明
会
に
参
加
さ
れ
た
団

体
は
、
今
回
の
説
明
会
へ
の
参
加
は


